






Translation and Annotation of“The Mathematical Classic of 
Zhang Qiujian （張丘建算経）” Vol. 3
BABA Rieko　
Abstract
  “The Mathematical Classic of Zhang Qiujian” was written during the Southern and Northern 
Dynasties, which was listed as one of the Ten Computational Canons（算経十書） during the 
Tang dynasty. The aim of our research is to provide a complete translation and annotation of 
it from the viewpoint of our previous work on “The Nine Chapters on the Mathematical Art（九
章算術）.”
  This is the third article based on our research and results in which we studied the problems 
1 to 10 of the second volume.
　『張丘建算経』は南北朝期に書かれた算術書であり、唐代に編纂された算経十書の一つ
である。我々は、我々の『九章算術』研究を起点に、『張丘建算経』の訳注を完成させる
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［一］今有戸出銀一斤八兩一十二銖。 今以家有貧富不等、 令戸別作差品、 通融出之。
最下戸出銀八兩、 以次戸差各多三兩。 問、 戸幾何。
答曰、 一十二戸。
術曰、 置一戸出銀斤兩銖數、 以最下戸出銀兩銖數減之。 餘、 倍之、 以差多兩銖數
加之爲實、 以差兩銖數爲法。 實如法而一。
草曰、 置二十四兩、 以二十四乘之、 内一十二銖、 得五百八十八銖。 減最下戸八兩
數一百九十二銖、 餘三百九十六。 倍之、 得七百九十二。 又加差多三兩數七十二銖、
























　　（ ２）本題は初項 ８、公差 ３の等差数列の問題である。「草曰」の計算は以下の通り。
　　　　①１ 戸が出す １斤 ８両12銖（588銖）を置き、最下の戸の出す ８両（192銖）を引く
と、余りは １斤12銖（396銖）。（ １斤＝16両、 １ 両＝24銖）。（術文の「置一戸
出銀斤兩銖數、以最下戸出銀兩銖數減之」にあたる。）


























［二］今有人盜馬乘去、 已行三十七里、 馬主乃覺。 追之一百四十五里、 不及二十三
里而還。 今不還追之。 問、 幾何里及之。
答曰、 二百三十八里一十四分里之三。
術曰、 置不及里數、 以馬主追里數乘之爲實。 以不及里數減已行里數、 餘爲法。 實
如法而一。
草 曰、 置 馬不及里數二十三里。 以 馬主追去一百四十五里乘之、 得










































術曰、 置六十四・三十二・一十六・八・四・二・一爲差、 副倂爲法。 以行里數乘未倂者、
各自爲實。 實如法而一。
草曰、 置七日爲七位、 以次倍之、 得一・二・四・八・十六・三十二・六十四爲差。 以副
倂之、 得一百二十七爲法。 以七日行七百里乘未倂者、 初日得四百四十八里、 次得
二百二十四里、 次得一百一十二里、 次得五十六里、 次得二十八里、 次得十四里、




























































［四］今有駑馬日初發家、 良馬日以七分之一發家。 日乃五分之二、 行四十五里、 及
駑馬。 問、 良・駑馬一日不止、 各行幾何。
答曰、 良馬日行一百七十五里。 駑馬日行一百一十二里一百五十步。
術曰、 置五分之二・七分之一、 相減、 餘爲良馬行率。 增七分日之一、 爲駑馬行率。
各以爲法。 以及里數乘二母爲實。 實如法而一。
草曰、 置七分於右上、 一於左上、 五分於右下、 二於左下。 以右上乘左下得十四、
以右下乘左上得五。 減十四、 得九、 爲良馬率法。 以五加九、 得十四、 爲駑馬率法。
以七分・五分相乘得三十五、 以乘追及四十五里、 得一千五百七十五里爲實。 以良
馬九法除之、 得一百七十五里爲良馬行。 又以十四除實、 得一百一十二里。 餘七里、





























































　　　草にいう、 ７分を右上に、 １を左上に、 ５分を右下に、 ２を左下に置く。右上の ７
を左下の ２に掛けて14を得、右下の ５を左上の １に掛けて ５を得る。14から ５を引く










草曰、 置疾行七十步、 以遲行五十步減之、 餘二十步。 以乘及八十七里半、 得





























［六］今有甲日行七十里、 乙日行九十里。 甲日以五分之一乃發、 乙日以三分之二乃
發。 問、 乙行幾何里及甲。
答曰、 一百四十七里。
術曰、 以五分日之一減三分日之二、 餘、 以甲日行里數乘之、 又以乙日行里數乘之
爲實。 以甲・乙行里數相減、 餘以乘二分母爲法。 實如法而一。
草曰、 置五分於右上、 置之一於左上。 又置三分於右下、 之二於左下。 以右上五乘
左下二、 得一十。 以右下三乘左上一、 得三、 以減十、 餘七。 以甲行七十里乘之、
得四百九十、 又以乙行九十里乘之、 得四萬四千一百。 以甲行里數減乙行里數、 餘






























　　　　　 ２　　　　　　 ３　・・・ ３























子の）２を左下に置く。右上の ５を左下の ２に掛け、10を得る。右下の ３を左上の １
に掛け、 ３を得て、これを10から引けば、余りは ７。甲が進む70里を余りの ７に掛け
ると、490を得、又（490に）乙が進む90里を掛けると、44100を得る。甲が進む里数を
乙が進む里数から引けば、余りは20里。 ２つの分母（ ５と ３）を余りの20里に掛けると、
300を得る。これで実（44100）を割ると、147里が得られる。題意を満たす。
［七］今有築城、 上廣一丈、 下廣三丈、 高四丈。 今已築高一丈五尺。 問、 已築上廣
幾何。
答曰、 二丈二尺五寸。
術曰、 置城下廣、 以上廣減之。 又置城高、 以減築高。 餘相乘、 以城高而一。 所得
加城上廣、 即得。
草曰、 置城下廣三十尺、 以上廣減之、 餘二十尺。 別（以） 〈置〉 城高四十尺、 以築
高一丈五尺減之、 得二丈五尺。 以乘二十尺、 得五百尺。 以城高四十尺爲法、 除之、






























　　　　10＋12尺 ５ 寸＝22尺 ５ 寸＝ ２丈 ２ 尺 ５ 寸　（術文の「所得加城上廣、即得」にあ
たる。）
訳：今城を築いており、上広 １丈、下広 ３丈、高 ４丈。今、すでに築き終えた高さは １丈
５尺である。問う、すでに築かれた上広はどれだけか。













40尺から、築いた高 １丈 ５尺（15尺）を引くと、 ２丈 ５尺（25尺）が得られる。この余
り25尺と先程得た余りの20尺を掛けると、500尺が得られる。城の高40尺を法として、
500尺を割ると、 １丈 ２尺 ５ 寸が得られる。この得た数を城の上広 １丈に足すと、 ２
丈 ２尺 ５寸が得られる。題意を満たす。
［八］今有築牆、 上廣二尺、 下廣六尺、 高二丈。 今已築上廣三尺六寸。 問、 已築高
幾何。
答曰、 一丈二尺。
術曰、 置已築上廣及下廣、 （各） 〈相〉 減、 （牆上廣以築上廣減餘以減下廣減餘）［一］、
餘乘牆高爲實。 以牆上廣減下廣、 餘爲法。 實如法而一。
草曰、 置牆下廣六尺、 以築高上廣三尺六寸減之、 餘二尺四寸。 以牆高二十尺乘之、























△GFCの ２つの三角形の相似を考え、20： ４ ＝ x：2.4として計算している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　「草曰」では「尺」のまま計算している。
  ６ − ３ 尺 ６ 寸＝ ２尺 ４ 寸　（術文の「置已築上廣及
下廣、相減」にあたる。）
　20× ２ 尺 ４ 寸＝48　・・・実　（術文の「餘乘牆高、
爲實」にあたる。）
  ６ − ２ ＝ ４ 　・・・法　（術文の「以牆上廣減下廣、
餘爲法」にあたる。）
　　　　48÷ ４ ＝12＝ １ 丈 ２ 尺　（術文の「實如法而一」にあたる。）






　　　草にいう、牆の下広 ６尺を置き、築き終えた高の上広 ３尺 ６寸を ６尺から引くと、
余りは ２尺 ４寸。牆の高20尺を ２尺 ４寸に掛けると、48尺が得られる。又牆の上広 ２
尺を下広 ６尺から引き、余りの ４尺を法とする。48尺を ４尺で割ると、 １丈 ２尺が得
られる。題意を満たす。
［九］今有方錐、 下方二丈、 高三丈。 欲斬末爲方亭。 令上方六尺。 問、 斬高幾何。
答曰、 九尺。
術曰、 令上方尺數乘高尺數爲實。 以下方尺數爲法。 實如法而一［１］。



























































術曰、 置上方尺數、 以高乘之爲實。 以上方尺數減下方尺數、 餘爲法。 實如法而一。
草曰、 置上方十尺、 以高二十五尺乘之、 得二百五十尺。 以上方一丈減下方三丈、












　x＝12 1―2　となり、 １丈 ２尺 ５寸が得られる。
　「草曰」の計算は以下の通り。
　　10尺 ×25尺 ＝250尺　・・・ 実　（ 術 文 の
「置上方尺數、以高乘之、爲實」にあたる。）










　　　　250尺÷20尺＝12.5尺＝ １丈 ２尺 ５寸　（術文の「實如法而一」にあたる。）
訳：今方亭下方 ３丈、上方 １丈、高 ２丈 ５尺がある。すでに築かれた方亭に接いで方錐と
しようとしている。問う、築かれた方亭につぎ足す高はどれだけか。




方 １丈を引き、余りの ２丈は、法とする。実を除すと、 １丈 ２尺 ５寸を得る。題意を
満たす。
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